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Q77 
水に溶かした色素を元に戻す方法はありますか？ 

 

 

 

 

 

色素溶液から、色素を取り出すことは熱力学第２
法則から無理だと述べました。しかし、万有引力に

逆らって、ハシゴを使って落ちたリンゴを元の木の枝に
戻すことはできます。ただし、リンゴのヘタはコルク化

（Q10 参照）しているので、元のように枝に付けるこ

とはできません。 

 

 

ところで、色素溶液からなんとか色素を取り出す方
法はないのでしょうか？ 

色素溶液から水を取り出すか、色素を取り出す方

法があればいいのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒸溜（水を取り出す） 

 

 

水をなくすには加熱して水を蒸発させればいいです

ね。上の図は化学の実験で使う蒸留装置ですが、
１で加熱され、水は水蒸気になり２→３を経て５

の冷却管に移動して、温度が下がるので再び液体

の水になり８に貯まります。沸点は４の温度計で３
の位置での水蒸気の温度を測ります。６→７は冷

却水を流します。真空ポンプを使って９から空気を

除くと容器内は１気圧より低い減圧状態になりま
す。 

１気圧で蒸留するときは、沸騰が急に起こらない

（突沸）ように沸石を入れます。 
沸石はゼオライト（zeolite）という鉱物です。ゼオラ

イトはアルミノケイ酸塩で、結晶中に大きな空間があ

ります。その空間を利用して分子ふるい、イオン交換
材料、触媒、吸着材料としても利用されます。福島

原子力発電所の事故で放射性汚染水を処理する
のにも使われて有名になりました。ゼオライトが無いと
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きはガラス管を過熱してこねて白い状態にすると、沸

石として使えます。 

 

 

水を加熱すると 100℃で水蒸気になりますが、沸騰
せずに過熱状態になることがあります。その時衝撃を

与えると急に沸騰（突沸）が起こり、体積が膨張

して飛び散り火傷などが起こります。穴がたくさん空
いた沸石があると、小さな泡がでて沸騰が穏やかに

おこり突沸は起こりません。 
減圧で蒸留するときは沸石の効果が無いので、２の

液体を攪拌するか、右の図のような容器を回転させ

ながら減圧にします。これがロータリー・エバポレーター
です。水蒸気は A→B へと進み、E の冷却水で冷や

されて液体となり、C に貯まります。減圧ポンプを D

に結合して減圧にします。A の容器は回転するので
突沸はしません。問題は天然色素は加熱すると壊

れてしまいますので、低い温度で水を蒸発させねばな

りません。水は 100℃で沸騰するので、そのような方
法はあるのでしょうか？ 

水は 0℃以下では固体の氷で、加熱すると溶けて

水になり、さらに 100℃になると沸騰します。これは１
気圧での話で、気圧が変わると沸騰する温度は低く

なります。たとえば、富士山の頂上では気圧が低い

ので、88℃で水は沸騰します（ ）、ご飯は生
煮えになります。 

気圧と温度の関係を示すのは「相図(phase 

diagram)」と呼ばれ、水の場合は次の図のようにな

ります。0℃の氷は温度が上がると水になりますが、

圧力が高くなっても水になります。スケート靴の下には
ブレード言う金属製のエッジがありますが、体重がその

エッジにかかり、その圧力で氷が溶けて水になり摩擦

力が低下してよく滑るのです。 
この図を見て分かることは、水は 1 気圧よりも低いと

100℃以下で水蒸気になり（ ）、さらに氷から

水を通らずに水蒸気になる（ ）ことができるという
ことです。この方法を凍結乾燥といいます。容器に溶

液を入れ、一度凍結させて、減圧にします。すると、
氷から水を通らず水蒸気になり（昇華）、水を取り

出すことができます。最初は凍結させないと突沸しま

すが、減圧で水分を除くので温度が下がりますので、
以後は冷却する必要はありません。この方法を凍結

乾燥（フリーズドライ；Lyophilization）といいます

が、粉末コーヒーやインスタント味噌汁などのフリーズド
ライ製品ですし、寒天や高野豆腐も冬の冷気を利

用したフリーズドライ製品です。この方法を使えば、純

粋な色素の粉末が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼオライト ゼオライトの結晶構造 

水の相図 
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●著作権について 

キリヤ色と化学の Q&A の文書、画像、デザインなどの著作権

は、キリヤ化学株式会社に帰属します。このサイトの内容を転

載される場合は、弊社 までご一報下さり了解をお取り下さい。

なお、提供者が記載されている写真・絵に関しましては、著作

権は提供者に属しますので、恐れ入りますがそちらの方へ直接

お問い合わせ下さい。 

●内容について 

できるだけ科学的に間違いの無いようにしていますが、わかりや

すく説明するために実際とは異なる記述もあります。また、科学

的に証明がされていないことも述べていますので、ご自身でご確

認されますようお勧めいたします。 

キリヤ色と化学の Q&A 内の情報のご利用により、万一何らか

の損害が発生したとしても、当社は一切の責任を負いません。 

https://www.kiriya-chem.co.jp 
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